
１．景観計画の目的                                    

＜景観計画策定の背景＞ 

当町では、平成 39 年に予定されているリニア中央新幹線の開業や少子高齢化による人口減少といった

社会情勢の変化に対応するべく「第６次高森町振興総合計画まちづくりプラン」や「日本一のしあわせ

タウン総合戦略」を策定しました。これらの計画の中で、まちづくりの方向、人口減少・高齢社会に向

けての施策やリニア中央新幹線の開業による乱開発の防止や新たな開発需要に対応するための施策が示

されています。 
また、これらの計画を土地利用の側面から支援し、秩序ある発展と土地の有効活用を図るために「高

森町土地利用計画」を策定しました。この土地利用計画に関連し、今後、当町の「大切にしていくべき

良好な景観」を明確にし、その景観を適切に維持・保全し、発展力や魅力ある町を形成するため景観ま

ちづくりが必要です。 
そのため、この度「高森町景観計画」を策定します。高森町景観計画は、地域住民の景観に対する意

識や意向を十分に加味し地域ごとの個性や特色を活かした計画とします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料１ 

 

将来像「つなぎ・つながる ～この先の高森町へ」 
■リニア中央新幹線の開業や人口減少・少子高齢化問

題などの社会情勢を踏まえ、町の将来像を実現する

ための政策・施策を示した計画です。 

第６次高森町振興総合計画まちづくりプラン 
 

■今後の社会・経済情勢の変化に対応し、安

定的・継続的に町民の暮らしを守るととも

に、自立し活力あるまちの実現に向けた計

画です。 

日本一のしあわせタウン総合戦略 

 
■「第６次高森町振興総合計画まちづくりプラン」、 
「日本一のしあわせタウン総合戦略」を土地利用 
の側面から支援し、リニア中央新幹線の開業に 
より懸念される乱開発の防止や新たな開発需要 
への対応のため町の土地利用のあり方をより 
明確化するための計画です。 

 

■牛牧・上市田地区では※景観形成住民協定を締結し、既に 
地区独自に規制・誘導を行っています。 

■景観計画策定に伴い昨年度実施した住民アンケートより、 
当町の住民は「景観を適切に維持・保全したい意向」が強く、 
「景観形成への取り組みに関する意識」は非常に高いことが 
伺えます。 

※景観形成住民協定とは、地域住民自らの手で、地域のより良い景観の 
維持・増進を図るために、自主的な規制を行うことができる制度です。 

住民の景観に関する意識 

高森町土地利用計画 

図. 土地利用のゾーニング図 



 

 

＜景観計画の位置づけ＞ 

本町においては、リニア中

央新幹線など高速交通網の到

来を見据え、乱開発の防止や

開発需要等への対応、人口減

少及び少子高齢化の対応など、

今後のまちづくりのあり方に

関わる大きな課題があります。 
これらを踏まえ、「つなぎ・

つながる ～この先の高森町

へ～」を将来像に掲げた「ま

ちづくりプラン（第 6 次長期

振興計画）」と土地利用の方

向性を位置づけた土地利用計

画を策定しました。 
景観計画とは、良好な自然・景観を維持・保全し次の世代に継承するとともに、快適で魅力ある空

間・環境を確保するための計画で、目指すまちづくりを実現させるための土地利用、高森町の個性を

高め、魅力あるまちを創る重要な土地利用施策の一つとして位置付けます。 

土地利用とその景観を実現または維持・保全することは、単に空間を規制し整備するという

ことではなく、人々の生活や土地利用に関連・付帯する産業を守るということと同義です。 

 

高森町において、『どのように農業・農地を守りながら発展させるか』また『リニア中央新幹線の

開業に伴う新たな開発需要・産業をどのように受け止め、生かすべきか』が土地利用・景観育成に関

わる重要なテーマと捉え景観計画を作成します。   
 

＜景観計画策定のねらい＞ 

景観計画の位置づけや土地利用計画、長野県景観育成計画を踏まえながら、以下を狙いとして策定

します。      
 

◆住民と行政の協働連携による景観まちづくりの仕組み（関係）づくり 

◆本町独自の景観行政を進めるため景観行政団体へ移行 

◆用途地域、白地地域の景観まちづくりの方向 

◆景観保全・育成のための規制・誘導の在り方 

 



 

 

２．景観計画の構成・内容                                        

高森町景観計画は、景観法に基づく計画として定める事項、町の特徴を生かした景観まちづくりの

ための方策を盛り込んで策定します。   

  

【高森町景観計画の構成案】 
序 章  概 要 

１ 計画策定の目的 
２ 計画の位置づけ など 
 

第 1 章  高森町の景観特性 
１ 概 況 
２ 景観特性 
 

 

第 2 章  景観計画の区域……………………………………………… 必須事項 
１ 景観計画区域 
２ 地域区分の考え方 
３ 景観計画区域の地域区分 
 

第 3 章  良好な景観の形成に関する方針……………………………… 任意事項 
１ 基本理念 
２ 地域区分別の方針 

（景観形成重点地区の方針） 

第 4 章  良好な景観の形成のための行為の制限に関する事項………  必須事項 
１ 届出対象行為 
２ 景観形成基準 

 

第 5 章  景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針…………… 必須事項 
１ 景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針 
 

 

第 6 章  良好な景観の形成のために必要な事項 
１ 屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に…………………   任意事項 

関する行為の制限に関する事項 
２ 公共施設の整備に関する事項 

 

第 7 章  良好な景観形成に向けて 
１ 協働による景観形成の推進 
２ 景観形成の推進体制と取り組み 

 

 

景観法に基づいて定める事項 

必須事項 ：計画に必ず定める事項 
任意事項 ：必要に応じ定める事項 

高森町の現況やアンケート結果等から町の景観特

性を整理します。 

高森町景観計画の目的など概要を整理します。 

景観計画の対象となる範囲を定めます 

長野県景観育成計画や高森町土地地用計画を参考に

景観的特長からなる地域区分を検討します。 

景観まちづくりが目指す姿、目標等を検討します。併せて、景

観形成上重要な地域の検討、地域区分ごとの方針を整理。 

景観形成に必要な町の行為制限に関する項目 

届け出対象規模、基準内容を定めます。 

町の美観に寄与する建造物や樹木の指定、景観上の保全に関する方針を検討。 

屋外広告物や、公共施設の整備に関する

景観形成上の方針を検討します。 

上市田区・牛牧区の景観住民協定を参考に、町内各区及び
地域住民協働による景観形成のための協働体制づくりを検討。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

景観法とは？ 

■景観法に基づく景観行政を担う主体であ

り、「景観計画」を策定することにより、

地域の実情に応じたきめ細やかな景観形

成の規制や誘導を行うことができます。 
■当町では、現在は長野県景観育成計画に

基づき、建築物や工作物の規制・誘導が

行われていますが、町独自に規制や誘導

を行っていく予定です。 
 

■都市部や農村部において、良好な景観の形成を図ることを目的に制定された「景観についての総合

的な法律」です。(平成 17 年 6 月 1 日施行) 
■景観形成を行うための基本的な理念が定められます。 
■国・地方公共団体・事業者による画一的な整備を行うのではなく、地域ごとの個性・特徴を活かし、

地域住民の意向を踏まえて良好な景観形成を図る必要があるとされています。 
■景観法に基づき、地方公共団体が助言や指導を行うことができます。 

■景観法に基づき、良好な景観形成に取り組む景

観行政団体が必ず策定する計画です。 
■計画の中では、必ず定める項目と必要に応じて

定める項目があります。 

必ず定める項目  

・景観計画の区域 
・良好な景観形成のための行為の制限に関する事項 
・景観重要建造物又は景観重要樹木の指定の方針 

町の特性や必要に応じて定める項目 

・景観重要公共施設の整備に関する事項

等 
・屋外広告物等に関する制限 
・景観農業振興地域整備計画の策定に関

する基本的事項 

景観計画で定めるよう努める項目 

・景観計画区域内の良好な形成に関する

方針 

景観計画とは？ 景観行政団体とは？ 

図. 良好な景観の例(柿すだれ) 

図. 景観計画のイメージ 

景観住民協定による景観

まちづくり 

景観計画の区域を定める 

屋外広告物(看板)等の

設置に関する基準を設

ける 

沿道景観を守るための基準を設ける 

景観上重要な建物・樹

木を守るための仕組み

をつくる 

農地や田園景観を守るため

の基準を設ける 

建物の高さや色等に関

する基準を設ける 



高森町景観計画策定スケジュール 

 
６月：景観計画案策定の基本方針の確認 

土地利用ワークショップ結果、アンケート結果等から高森町景観計画の狙いまたは理

念・特徴を基本方針として取りまとめる。 

特に長野県景観育成計画の範囲から、町独自計画への必要性を確認、整理する。 
 
 

７月～８月：景観計画の区域設定と景観ゾーニング 

土地利用計画ゾーニングを基に景観基礎調査データ及び長野県景観育成計画等を参照し

ながら、高森町の景観類型を整理し景観ゾーニングを行い、景観形成基準を策定する。 

 

 

８月～９月：景観計画（素案）、行為の制限、屋外広告物、景観住民協定について検討 

高森町の景観保全・育成の要となる「行為の制限内容」「届出対象規模」について検討を

行う。ワークショップ、景観アンケート結果から保全すべき景観要素、景観阻害要因への

対応も視野に法定事項について検討を行う。 

また、景観重要建造物または景観重要樹木の指定に関する方針、屋外広告物や景観住民

協定など必要な取り組みについて検討する。 

景観住民協定を締結している「牛牧地区」「上市田地区」の内容、隣接する飯田市の取

り組みを参照する。 

 

 

 

 

 

～２月：「景観計画（素案）」「景観条例（素案）」の作成 

まちづくり懇談会での意見を踏まえて景観計画（素案）をまとめ、パブリックコメント

などを通じて、住民への周知や意見交換を行う。 

景観計画案と併行して、景観条例に関する事例を研究、条例作成に向けて準備する。 

 

 

 
平成２９年度 

○景観行政団体移行に向けた長野県との事前協議 

 ○景観条例案の上程・議決 

 ○景観行政団体へ移行 → 景観条例一部施行 

○景観計画の策定に向け、関係団体との協議 

 ○景観計画の発効 ＝ 景観条例全面施行 

９月２０日～：まちづくり懇談会にて景観計画について説明 






